新型コロナ感染対策、データと考え方を国民に！

吉田勝（研究所会長83歳）

新型コロナウイルス感染者の増加が止まらない。これは有効なワクチンがあるインフルエンザでさえ、昨年のデータを見ると冬になると毎週数十万人が感染するのであるから当然のことで、騒ぎ立てることではないだろう。政府やメディアは毎日感染者数の増加を喧伝し、3密や大勢での飲食会合や旅行の自粛、マスク着用、手指の消毒とうがいの実施などを強く求めている。しかし、なぜそれらのことが求められるのかのデータや考え方があまり示されない。結論だけが喧伝され、国民はみなそれを信じるよう、従うようにされているというのが今の社会風潮だ。

例えば部屋の換気が必要と言うが、飛まつ感染だけで浮遊微粒子感染がないということであれば換気は不要となる。しかし微粒子感染があるから部屋の換気が必要なのだろう。そうであれば微粒子の遮蔽効果のない布マスクは感染予防効果が薄いことをデータと考え方を示して喧伝せねばなるまい。そもそもマスクは人に感染させないためなのか、被感染予防のためなのか、その両方なのか、データと考え方を明確にするべきだろう。あるいは複数人で飲食会合をせねばならないときには具体的にどのような注意が、何ゆえに必要なのかなどをデータと共に理解できる説明を示すことが、飲食会合を避けよということと同時に必要で、感染予防に有効だろう。正しいデータと考え方と対処方法が示されれば、国民一人一人が有効な対策を実行し、感染拡大の防止に繋がるだろう。
先日はテレビで米国の医療従事者がワクチン接種を受けており、「副作用が数人でているが、コロナ感染症に罹るリスクを考慮したら問題ではない」などの主旨の発言があった。しかし、副作用発生のときのワクチン接種件数が示されていず、本当に問題ではないのかどうかは実はこの番組では不明なのである。来年2月には日本でもワクチン接種が始まるらしいが、今の社会風潮では上記のような結論だけの押し付けになることを恐れざるを得ない。12月25日菅首相記者会見時の新型コロナ感染症対策分科会会長の発言も専門家らしい発言への期待に反して首相の発言と殆ど同様で、結論だけであった。結論だけの政府や政府べったりの専門家らやメディアによる押し付けは国民を愚弄するものであり、かつて政府とメディアが国民を太平洋戦争に駆り立てた事態と似ていると云えるだろう。
（400字要旨を毎日新聞「みんなの広場」に投稿、2020年12月27日）

